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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
歩
美
と
黒
帽
子
の
男
性

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
０
２
５
４
Ａ

【
作
者
名
】

　
さ
ば
ら

【
あ
ら
す
じ
】

　
歩
美
ち
ゃ
ん
が
ふ
と
振
り
向
く
と
黒
帽
子
を
被
っ
た
男
性
が
表
情
を
変
え
る

こ
と
な
く
歩
い
て
い
ま
し
た
。
一
体
，
何
を
感
じ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
？
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私
は
吉
田
歩
美
。

現
在
，
少
年
探
偵
団
の
一
員
と
し
て
力
を
合
わ
せ
て
事
件
を
解
決
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
，
私
に
と
っ
て
心
配
な
こ
と
が
あ
る
の
。

黒
帽
子
の
男
性
が
私
を
じ
っ
と
見
つ
め
る
の
よ
。

一
体
，
何
の
目
的
な
の
？

お
願
い
，
私
に
怪
し
い
目
つ
き
を
見
せ
な
い
で
．
．
．
．
．
．
。

授
業
終
了
後
。

ル
リ
子
「
バ
イ
バ
イ
，
歩
美
ち
ゃ
ん
，
哀
ち
ゃ
ん
。
」

歩
美
「
バ
イ
バ
イ
，
ル
リ
ち
ゃ
ん
。
」

哀
「
明
日
の
音
楽
発
表
会
頑
張
ろ
う
ね
。
」

ル
リ
子
「
う
・
う
ん
。
」

帰
り
道
，
私
は
哀
ち
ゃ
ん
，
コ
ナ
ン
君
，
元
太
君
，
光
彦
君
，
純
君
，
み
ど
り

ち
ゃ
ん
と
家
に
向
っ
て
歩
い
て
い
た
。

哀
「
最
近
，
吉
田
さ
ん
の
表
情
が
変
だ
け
ど
何
か
あ
っ
た
の
？
」

歩
美
「
実
は
ね
．
．
．
．
．
．
。
」

コ
ナ
ン
「
ま
さ
か
．
．
．
．
！
！
」

光
彦
「
わ
か
っ
た
の
で
す
か
，
コ
ナ
ン
君
？
」

そ
の
と
き
，
コ
ナ
ン
君
の
推
理
が
的
中
し
た
。

赤
井
「
．
．
．
．
．
．
．
（
歩
み
を
睨
む
）
。
」

歩
美
「
．
．
．
．
．
（
怯
）
！
！
」

赤
井
「
．
．
．
．
．
（
何
度
か
見
た
ぜ
，
あ
の
少
女
（
歩
美
）
を
。
一
緒
に
い

る
仲
間
は
楽
し
そ
う
だ
ぜ
。
し
か
も
，
工
藤
新
一
と
宮
野
志
保
も
一
緒
だ
。
）
」

み
ど
り
「
ど
う
し
た
の
，
歩
美
ち
ゃ
ん
？
」

歩
美
「
あ
の
黒
帽
子
の
男
の
人
，
私
が
気
に
な
る
の
よ
。
で
も
，
一
度
も
話
し

か
け
ら
れ
た
こ
と
が
な
い
わ
。
」
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哀
「
あ
の
黒
帽
子
の
男
（
赤
井
）
は
い
つ
も
そ
う
だ
わ
。
気
に
な
る
人
を
遠
く

か
ら
じ
っ
と
見
詰
め
な
が
ら
行
動
す
る
の
よ
。
」

元
太
「
き
っ
と
歩
美
に
好
感
を
抱
い
て
る
ん
じ
ゃ
な
い
の
か
？
」

コ
ナ
ン
「
元
太
，
簡
単
に
言
う
な
よ
。
」

歩
美
「
一
体
い
つ
ま
で
私
の
前
に
現
れ
る
の
か
し
ら
？
」

私
の
心
配
な
表
情
は
ま
だ
消
え
な
か
っ
た
。

次
の
日
曜
日
，
私
は
阿
笠
博
士
と
少
年
探
偵
団
で
ト
ロ
ピ
カ
ル
ラ
ン
ド
に
行
っ

た
。

歩
美
「
可
愛
い
，
あ
の
人
形
！
！
私
に
近
づ
い
て
来
そ
う
だ
わ
。
」

哀
「
本
当
。
童
心
を
忘
れ
さ
せ
な
い
表
情
ね
。
」

阿
笠
「
お
や
，
最
近
元
気
が
無
か
っ
た
歩
美
君
の
表
情
が
戻
っ
た
わ
い
。
」

元
太
「
お
お
～
！
！
恐
怖
か
ら
解
放
さ
れ
て
ほ
っ
と
し
た
ん
じ
ゃ
な
い
の
か
？
」

コ
ナ
ン
「
元
太
，
歩
美
ち
ゃ
ん
は
あ
れ
と
は
別
の
原
因
で
疲
れ
て
い
た
ん
だ
よ
。

」光
彦
「
今
日
は
，
普
段
溜
ま
っ
た
ス
ト
レ
ス
を
存
分
に
発
散
し
ま
し
ょ
う
！
！
」

歩
美
「
ま
ず
新
し
い
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
へ
行
き
た
い
わ
。
」

阿
笠
「
歩
美
君
，
乗
り
気
じ
ゃ
の
う
。
」

意
気
揚
々
と
し
て
い
た
と
き
，
ま
た
あ
の
男
の
人
が
現
れ
た
。

赤
井
「
．
．
．
．
．
．
．
（
歩
美
を
睨
む
）
。
」

歩
美
「
．
．
．
．
．
．
．
．
（
怯
）
！
！
」

コ
ナ
ン
「
．
．
．
．
．
．
（
ま
た
現
れ
た
な
。
）
」

哀
「
．
．
．
．
．
（
ふ
ふ
ふ
ふ
（
笑
）
。
い
つ
も
通
り
ね
。
）
」

赤
井
「
．
．
．
．
．
．
（
今
日
は
研
究
者
風
の
お
っ
さ
ん
と
一
緒
だ
。
あ
の
お

っ
さ
ん
が
鍵
を
握
っ
て
い
る
だ
ろ
う
な
。
簡
単
に
近
寄
れ
そ
う
も
な
い
。
）
」

光
彦
「
歩
美
ち
ゃ
ん
，
大
丈
夫
で
す
か
？
」

歩
美
「
ふ
～
，
ふ
～
！
！
何
と
も
な
い
わ
。
だ
っ
て
，
み
ん
な
が
守
っ
て
く
れ

て
る
の
よ
。
」

コ
ナ
ン
「
あ
あ
。
力
合
わ
せ
て
こ
そ
少
年
探
偵
団
だ
よ
。
」
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１
ヵ
月
後
の
日
曜
日
，
私
は
お
父
さ
ん
と
お
母
さ
ん
と
一
緒
に
郊
外
の
レ
ス
ト

ラ
ン
へ
行
っ
た
。

歩
美
「
随
分
並
ん
で
い
る
わ
。
」

歩
美
の
母
「
わ
か
る
で
し
ょ
，
歩
美
。
こ
の
お
店
は
人
気
が
あ
る
の
よ
。
」

歩
美
の
父
「
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
誰
に
も
利
用
し
や
す
い
店
だ
よ
。
俺
も

長
居
し
た
い
な
ぁ
。
」

歩
美
の
母
「
で
も
お
父
さ
ん
，
騒
い
で
迷
惑
を
か
け
ち
ゃ
だ
め
よ
。
」

歩
美
の
父
「
わ
か
っ
て
る
よ
！
！
」

お
父
さ
ん
と
お
母
さ
ん
が
会
話
す
る
中
，
私
は
入
り
口
方
向
を
見
つ
め
た
。

店
員
Ａ
「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
。
」

赤
井
「
．
．
．
．
．
．
．
（
歩
美
を
睨
む
）
。
」

歩
美
「
．
．
．
．
．
．
．
（
怯
）
！
！
」

歩
美
の
母
「
歩
美
，
大
丈
夫
？
」

歩
美
の
父
「
表
情
が
悪
い
な
ら
無
理
し
て
食
べ
な
く
て
も
い
い
ぞ
。
」

歩
美
「
心
配
し
な
く
て
い
い
わ
よ
。
（
赤
井
は
）
別
に
悪
い
人
じ
ゃ
な
い
わ
。
」

赤
井
「
．
．
．
．
．
．
（
俺
を
悪
く
思
わ
な
い
人
が
い
る
と
嬉
し
い
。
今
日
は

両
親
と
一
緒
か
？
俺
も
両
親
の
愛
情
を
も
っ
と
受
け
て
れ
ば
よ
か
っ
た
の
に
。
）

」店
員
Ａ
「
お
客
様
，
１
名
様
で
？
お
煙
草
は
お
吸
い
に
な
り
ま
す
か
？
」

赤
井
「
は
い
。
喫
煙
席
を
お
願
い
し
ま
す
。
」

店
員
Ｂ
「
吉
田
様
，
６
番
の
お
席
へ
ど
う
ぞ
。
」

歩
美
の
父
「
は
い
。
」

私
達
が
禁
煙
席
に
座
る
中
，
あ
の
男
性
は
１
人
喫
煙
席
に
座
っ
て
い
た
。

歩
美
の
母
「
さ
っ
き
か
ら
黒
帽
子
の
男
性
は
，
ず
っ
と
煙
草
を
吸
っ
て
い
る
わ

ね
。
」

歩
美
の
父
「
話
す
相
手
が
い
な
く
て
寂
し
く
無
い
の
か
？
」

歩
美
「
し
っ
！
！
そ
っ
と
し
て
あ
げ
て
よ
。
こ
の
お
店
で
寛
ぎ
た
い
の
よ
。
」

赤
井
「
．
．
．
．
．
．
．
（
歩
美
を
睨
む
）
」
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歩
美
「
．
．
．
．
．
．
（
怯
）
」

赤
井
「
．
．
．
．
．
（
彼
女
（
歩
美
）
の
言
う
と
お
り
，
俺
に
は
静
か
な
レ
ス

ト
ラ
ン
が
似
合
う
け
ど
，
た
ま
に
は
誰
か
と
会
話
し
た
い
な
ぁ
。
）
」

歩
美
の
父
「
失
礼
し
ま
す
！
！
」

店
員
Ｃ
「
は
い
！
！
ご
注
文
は
何
に
な
さ
い
ま
す
か
？
」

歩
美
の
父
「
ミ
ッ
ク
ス
ス
テ
ー
キ
，
ス
パ
ゲ
テ
ィ
ミ
ー
ト
ソ
ー
ス
，
シ
ー
フ
ー

ド
ド
リ
ア
で
お
願
い
し
ま
す
。
」

店
員
Ｃ
「
か
し
こ
ま
り
ま
し
た
。
」

歩
美
の
母
「
お
父
さ
ん
，
大
丈
夫
？
」

歩
美
の
父
「
心
配
し
な
く
て
い
い
よ
。
な
ん
と
か
予
算
で
収
ま
る
だ
ろ
。
」

暫
く
し
て
，
私
達
が
注
文
し
た
食
べ
物
が
来
た
。

店
員
Ｃ
「
お
待
ち
ど
う
さ
ま
。
ミ
ッ
ク
ス
ス
テ
ー
キ
，
ス
パ
ゲ
テ
ィ
ミ
ー
ト
ソ

ー
ス
，
シ
ー
フ
ー
ド
ド
リ
ア
で
す
。
」

歩
美
「
わ
～
，
お
い
し
そ
う
！
！
い
た
だ
き
ま
す
！
！
そ
れ
に
，
可
愛
い
お
皿

ね
！
！
」

歩
美
の
母
「
こ
れ
な
ら
，
女
性
客
も
喜
ぶ
わ
ね
。
」

ス
テ
ー
キ
「
じ
ゅ
～
！
！
」

歩
美
の
父
「
ひ
ゃ
～
！
！
ス
テ
ー
キ
の
音
を
聞
く
だ
け
で
食
欲
が
沸
く
な
ぁ
。
」

赤
井
「
．
．
．
．
．
．
．
（
歩
美
を
睨
む
）
！
！
」

歩
美
「
．
．
．
．
．
．
（
怯
）
！
！
」

赤
井
「
（
ス
テ
ー
キ
の
い
い
匂
い
だ
。
俺
が
不
遇
の
時
代
に
憧
れ
た
食
べ
物
だ
。

ド
ル
フ
ィ
ン
ズ
の
ハ
ド
ソ
ン
も
同
じ
こ
と
を
言
っ
て
た
な
。
）
」

歩
美
の
母
「
歩
美
，
大
丈
夫
？
」

歩
美
「
お
母
さ
ん
，
気
に
し
な
く
て
い
い
わ
。
き
っ
と
，
お
父
さ
ん
の
食
べ
る

ス
テ
ー
キ
が
気
に
な
っ
た
の
よ
。
」

歩
美
の
父
「
あ
あ
。
長
い
間
美
味
い
物
を
食
べ
て
な
か
っ
た
ん
だ
よ
。
お
父
さ

ん
も
こ
ん
な
時
が
あ
っ
た
よ
。
」

赤
井
「
す
み
ま
せ
ん
。
」
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店
員
Ｄ
「
ご
注
文
を
伺
い
ま
す
。
」

赤
井
「
ロ
ー
ス
ス
テ
ー
キ
セ
ッ
ト
を
ラ
イ
ス
で
お
願
い
し
ま
す
。
そ
れ
に
，
ド

リ
ン
ク
バ
ー
を
付
け
て
下
さ
い
。
」

店
員
Ｄ
「
か
し
こ
ま
り
ま
し
た
。
」

歩
美
「
私
，
水
入
れ
て
く
る
か
ら
。
」

歩
美
の
母
「
い
い
わ
。
す
ぐ
戻
っ
て
き
て
ね
。
」

歩
美
「
う
ん
。
」

私
が
水
を
入
れ
て
い
た
最
中
，
あ
の
男
性
は
グ
ラ
ス
に
ド
リ
ン
ク
を
入
れ
て
い

た
。

赤
井
「
．
．
．
．
．
．
．
．
（
睨
）
！
！
」

歩
美
「
．
．
．
．
．
．
．
（
怯
）
！
！
」

赤
井
「
．
．
．
．
．
（
１
人
で
水
を
入
れ
，
俺
に
気
を
配
り
偉
い
な
ぁ
。
彼
女

は
，
良
妻
賢
母
に
な
る
だ
ろ
う
。
）
」

歩
美
「
．
．
．
．
．
（
い
け
な
い
。
急
が
な
い
と
お
父
さ
ん
と
お
母
さ
ん
が
心

配
す
る
わ
。
）
」

あ
る
雨
上
が
り
の
日
，
私
達
は
西
久
保
町
で
刃
物
を
持
っ
た
男
を
追
っ
て
い
た
。

元
太
「
行
け
ね
え
！
！
あ
の
お
っ
ち
ゃ
ん
が
い
ね
え
ぞ
！
！
」

コ
ナ
ン
「
ち
く
し
ょ
～
！
！
ど
こ
に
行
き
や
が
っ
た
ん
だ
？
」

光
彦
「
こ
の
ま
ま
迷
宮
入
り
す
る
の
は
絶
対
嫌
で
す
。
」

み
ん
な
が
戸
惑
う
中
，
私
が
咄
嗟
に
１
つ
の
手
袋
を
見
つ
け
た
。

歩
美
「
あ
っ
！
！
手
袋
が
落
ち
て
い
る
わ
よ
！
！
」

哀
「
内
側
に
は
血
が
付
い
て
い
る
わ
ね
。
こ
の
時
季
で
手
袋
を
し
て
い
る
の
は

不
自
然
だ
わ
。
」

コ
ナ
ン
「
間
違
い
な
い
。
あ
の
刃
物
男
の
物
だ
。
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
，
西
久
保

駅
の
ト
イ
レ
に
い
る
ん
じ
ゃ
ね
え
の
か
。
」

哀
「
別
人
に
な
り
す
ま
す
つ
も
り
ね
。
で
も
，
無
駄
よ
。
」

刃
物
の
男
を
捜
そ
う
と
し
た
と
き
，
ま
た
黒
帽
子
の
男
性
が
姿
を
現
し
た
。
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赤
井
「
．
．
．
．
．
．
（
睨
）
！
！
」

歩
美
「
．
．
．
．
．
．
．
（
怯
）
！
！
」

哀
「
．
．
．
．
．
．
（
ま
た
現
れ
た
わ
ね
。
）
」

元
太
「
歩
美
，
ど
う
し
た
ん
だ
？
」

歩
美
「
大
丈
夫
よ
。
犯
人
を
捕
ま
え
る
よ
り
は
恐
く
な
い
わ
。
」

赤
井
「
．
．
．
．
．
．
（
地
下
街
に
刃
物
男
が
逃
げ
込
ん
だ
？
こ
れ
は
，
大
変

な
騒
ぎ
だ
ろ
う
な
。
）
」

私
達
は
，
大
急
ぎ
で
西
久
保
駅
へ
と
走
っ
た
。

つ
い
に
，
駅
ビ
ル
の
ト
イ
レ
前
で
刃
物
の
男
を
発
見
し
た
。

コ
ナ
ン
「
も
う
逃
げ
て
も
無
駄
だ
よ
。
あ
ん
た
，
杯
戸
町
の
パ
チ
ン
コ
店
で
の

強
盗
殺
人
犯
だ
ね
。
証
拠
は
，
こ
の
手
袋
さ
。
」

犯
人
「
そ
・
そ
う
だ
よ
。
俺
と
あ
の
店
の
店
長
と
は
金
銭
ト
ラ
ブ
ル
を
抱
え
て

い
た
。
借
金
を
断
ら
れ
た
腹
い
せ
だ
っ
た
の
さ
。
」

歩
美
「
酷
い
わ
！
！
こ
ん
な
単
純
な
理
由
で
人
を
殺
す
な
ん
て
！
！
」

哀
「
あ
ま
り
に
も
短
絡
的
ね
。
死
ん
だ
か
ら
っ
て
何
も
手
に
入
ら
な
い
わ
よ
。
」

犯
人
「
．
．
．
．
．
う
・
う
・
う
！
！
」

そ
の
時
，
偶
然
目
暮
警
部
と
高
木
刑
事
が
通
り
掛
っ
た
。

歩
美
「
警
部
さ
ん
，
こ
っ
ち
よ
。
」

目
暮
「
歩
美
君
，
つ
い
に
小
暮
龍
一
を
見
つ
け
た
の
か
？
」

コ
ナ
ン
「
今
な
ら
大
丈
夫
だ
よ
。
説
得
さ
れ
て
大
人
し
く
な
っ
た
よ
。
」

高
木
「
失
礼
し
ま
す
！
！
小
暮
龍
一
だ
な
？
」

小
暮
「
は
・
は
い
！
！
」

目
暮
「
強
盗
殺
人
と
３
件
の
強
盗
容
疑
で
逮
捕
す
る
。
話
は
署
で
聞
こ
う
。
」

赤
井
「
．
．
．
．
．
（
睨
）
！
！
」

歩
美
「
．
．
．
．
．
．
（
怯
）
！
！
」

赤
井
「
．
．
．
．
．
（
地
下
街
で
被
害
が
出
な
く
て
幸
い
だ
。
彼
女
を
見
る
と
，

悪
い
心
が
和
ら
ぐ
だ
ろ
う
な
。
）
」

哀
「
（
あ
の
男
の
目
が
優
し
く
見
え
た
わ
。
）
」
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コ
ナ
ン
「
（
怖
そ
う
に
見
え
て
も
，
心
は
優
し
い
ん
だ
ろ
う
な
。
）
」

歩
美
「
よ
か
っ
た
わ
。
無
事
に
解
決
し
て
。
」

元
太
「
も
う
昼
か
よ
。
腹
減
っ
た
な
ぁ
。
」

歩
美
「
元
太
君
と
一
緒
に
行
動
す
る
と
，
い
つ
も
の
こ
と
だ
わ
。
」
　

元
太
「
こ
ら
！
！
」

別
の
日
，
私
達
は
蘭
お
姉
さ
ん
と
園
子
お
姉
さ
ん
と
下
校
中
だ
っ
た
。

歩
美
「
あ
～
！
！
暑
い
！
！
」

光
彦
「
こ
れ
で
，
ま
た
熱
帯
夜
で
す
ね
。
」

蘭
「
寝
苦
し
い
夜
か
ら
脱
し
た
い
わ
。
」

園
子
「
ま
た
涼
し
い
所
に
行
こ
う
か
し
ら
？
」

コ
ナ
ン
「
（
そ
の
と
き
は
，
園
子
に
お
任
せ
だ
な
。
）
」

蘭
「
そ
う
言
え
ば
，
歩
美
ち
ゃ
ん
を
ず
っ
と
気
に
し
て
い
る
人
が
歩
い
て
い
る

わ
ね
。
」

歩
美
「
大
丈
夫
よ
，
蘭
お
姉
さ
ん
。
あ
の
人
な
ら
．
．
．
．
．
。
」

そ
ん
な
矢
先
，
私
達
と
す
れ
違
い
で
あ
の
男
性
が
現
れ
た
。

赤
井
「
．
．
．
．
．
．
．
（
睨
）
。
」

歩
美
「
．
．
．
．
．
．
（
怯
）
！
！
」

蘭
「
．
．
．
．
．
（
何
よ
，
私
ま
で
見
つ
め
て
い
る
わ
。
）
」

あ
の
男
性
は
，
私
だ
け
で
な
く
蘭
お
姉
さ
ん
ま
で
見
つ
め
い
た
。

赤
井
「
．
．
．
．
．
．
（
今
日
は
，
高
校
生
の
２
人
の
女
と
歩
い
て
い
る
な
。

本
当
に
姉
妹
の
よ
う
だ
。
の
お
や
！
！
黒
髪
の
ロ
ン
グ
ヘ
ア
ー
（
蘭
）
は
，
見

覚
え
あ
る
ぞ
。
そ
う
か
。
工
藤
新
一
の
彼
女
だ
な
。
し
か
も
，
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

で
髪
型
は
違
う
が
工
藤
新
一
の
親
戚
の
よ
く
似
た
女
が
い
た
よ
な
。
彼
女
達
３

人
の
い
る
場
に
は
，
太
陽
が
当
た
る
だ
ろ
う
な
。
俺
に
は
出
来
な
い
こ
と
だ
。
）

」蘭
「
．
．
．
．
．
．
（
嫌
だ
～
！
！
私
が
真
由
子
さ
ん
に
見
え
た
の
？
い
く
ら

似
て
い
る
か
ら
っ
て
～
！
！
）
」

コ
ナ
ン
「
蘭
姉
ち
ゃ
ん
，
歩
美
ち
ゃ
ん
，
ど
う
し
た
の
？
」

蘭
「
別
に
な
ん
と
も
な
い
わ
。
よ
く
あ
る
こ
と
よ
。
」
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歩
美
「
私
を
羨
ま
し
く
思
っ
た
の
よ
。
表
情
が
落
ち
着
い
て
き
た
か
ら
わ
か
る

で
し
ょ
。
」

コ
ナ
ン
「
ま
・
ま
あ
な
。
」

８
月
中
旬
，
今
日
は
折
尾
さ
ん
家
の
秀
一
お
兄
さ
ん
が
帰
っ
て
く
る
日
で
あ
る
。

私
達
は
，
今
や
遅
し
と
帰
り
を
待
っ
て
い
た
。

歩
美
「
ま
だ
か
し
ら
，
秀
一
お
兄
さ
ん
？
」

折
尾
「
心
配
し
な
く
て
い
い
よ
，
歩
美
ち
ゃ
ん
。
寄
り
道
は
い
つ
も
の
こ
と
だ

か
ら
。
」

千
代
子
「
遅
く
な
る
な
ら
連
絡
位
入
れ
れ
ば
い
い
の
に
。
」

歩
美
「
．
．
．
．
．
．
（
怯
）
！
！
」

秀
一
「
た
だ
い
ま
！
！
」

折
尾
「
お
帰
り
！
！
」

千
代
子
「
お
帰
り
な
さ
い
，
秀
一
。
ご
苦
労
様
！
！
」

カ
ン
太
「
オ
カ
エ
リ
，
シ
ュ
ウ
イ
チ
。
オ
カ
エ
リ
，
シ
ュ
ウ
イ
チ
！
！
」

秀
一
「
カ
ン
太
も
元
気
だ
っ
た
か
？
」

歩
美
「
あ
っ
！
！
秀
一
お
兄
さ
ん
！
！
」

千
代
子
「
秀
一
，
何
そ
の
帽
子
？
」

秀
一
「
実
は
，
工
場
近
く
の
店
で
見
つ
け
た
目
玉
商
品
な
ん
だ
よ
。
“
似
合
う

似
合
う
。
”
と
同
僚
が
盛
ん
に
言
う
も
ん
で
ね
。
」

歩
美
「
あ
っ
！
！
黒
の
帽
子
だ
わ
！
！
私
同
じ
帽
子
を
被
っ
た
男
の
人
を
見
た

の
。
秀
一
お
兄
さ
ん
も
似
合
う
わ
よ
。
」

秀
一
「
照
れ
る
よ
，
歩
美
ち
ゃ
ん
。
」

折
尾
「
こ
れ
か
ら
は
，
秀
一
の
ト
レ
ー
ド
マ
ー
ク
に
な
る
だ
ろ
う
な
。
」

秀
一
「
父
さ
ん
！
！
」

歩
美
・
折
尾
・
千
代
子
・
秀
一
「
は
・
は
・
は
・
は
！
！
」

黒
帽
子
の
男
性
は
，
私
と
会
っ
た
こ
と
で
充
実
さ
を
取
り
戻
し
た
か
も
知
れ
な

い
。

こ
の
ま
ま
，
平
和
な
日
々
が
続
く
と
い
い
わ
ね
。
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私
に
と
っ
て
も
，
あ
の
男
性
に
と
っ
て
も
。

－
完
－
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（
後
書
き
）

歩
美
ち
ゃ
ん
と
赤
井
氏
の
表
情
が
ホ
ッ
と
し
て
い
て
，
暗
さ
か
ら
明
る
さ
へ
の

変
化
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

最
後
は
オ
チ
で
す
。

名
前
が
同
じ
折
尾
さ
ん
の
息
子
さ
ん
に
被
ら
せ
よ
う
と
思
い
つ
き
ま
し
た
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

歩美と黒帽子の男性
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